
第二回地域教育連絡協議会 

令和５年８月３１日（木） 

 

１．校長挨拶 

・９月の学校だよりの内容 コロナのあとに様々な行事などを行っていることについて。 

 災害復興に対して、凹まずに跳ね返す力が人間にあり、その力をどうつけていくか。 

・２学期 周年行事 ドローンでの航空写真 令和６年の式典・祝賀会について 

     １１月学芸会 遠足復活・社会科見学 

・３，６年生 １学期に落ち着いて学習できないことがあり、教育委員会から９月に支援が入る。 

 教室で落ち着いて授業ができるように、学校公開でなくても見に来ていただきたい。 

 

２．１学期の教育活動の実施状況の説明（各主任からの報告）  

・行事等について   教務主任   主幹教諭 清水 茜  

 ＜１学期学校公開の保護者アンケートについて＞ 

 「子どもたちにとって分かりやすい授業をしていた」「子どもたち一人ひとりの活動が充 

 実していた」のどちらの項目も、A・Bの肯定的な評価をいただいているので安心している。 

  質問：回収率の低さ（１回目３１％、２回目２７％）はなぜか？ 

  回答：紙ベースでの回収だったから。今後は電子アンケートにしていってもいいのでは 

     ないか。 

 ご意見：保護者の関心が低いのか。回答率を上げていく必要がある。 

 

・学校生活について  生活指導主任 主任教諭 都竹 美鶴（○成果 ●課題） 

 ○夏休み子どもクラブ 作品を持ってきて見合う姿も。 

 ○遅刻が減っている。（昨年度より５分早くなったが。ご家庭の協力のおかげ） 

 ○いじめが減っている。 

 ○不登校の児童の人数が減っている。 

 ●ルールを守るのが苦手。 

 ●熱中症指数が高くて、プールや外遊びができないことがあった。 

 ●言葉遣いがよくない部分がある。→指導をしている。 

  

  質問：３，６年の様子について教えていただきたい。 

  回答：・６年生 ３クラスから２クラスになって人数が多くなった。 

          授業中の離席、私語、教室を出ていく。 

     ・３年生 各クラスに授業が苦手、自尊感情が低い、休み時間のトラブルをひき 

          ずって教室にいられない、そのような子が外に出てしまう。 

          →外に出る子にひきずられて集中できない子も。 



 ご意見：我慢することが大切なのに、我慢する機会が少ない。 

     見守る人数が増えることで、効果があれば。 

  質問：保護者はどのくらい実情を知っているのか。 

  回答：・６年生 面談などで個別に伝えている。 

 ご意見：・以前学級崩壊したクラスは、緊急保護者会があって現状を伝えてもらっていた。そうする

と、保護者も危機感をもつことができた。 

      ・先生に頼っている保護者が多いのではないか。家庭で指導してもらうことが必要ではない

か。 

      ・学校は保護者にもっと頼って、家庭にやってあげてほしいことは伝えるといい。 

      ・コロナ禍で親自身のネットワークが減ってきている。悩んでいる保護者も多いのではないか。 

それが学校に影響を与えているのではないか。そのために、 

        PTAの活動にも保護者に参加してほしいと考えている。 

 

  質問：ルールを守るのが苦手というのはどのようなことか。（言葉遣いについて） 

  回答：言葉遣いについて、地域の方が児童に暴言を吐かれていたことを見た。 

     大人の言葉遣いも意識して使わないといけない。 

 ご意見：孫の言葉遣いが気になる。動画のせいなのか。女の子らしく・・・とは言えない 

     時代。どうやって諭していったらいいか悩んでいる。 

  回答：本を読む、読み聞かせ、大人が言葉遣いを丁寧に。 

 ご意見：地域の活動中に大人もしかっていく。 

   

・研究について    研究主任   教諭 菊池 大輔 

  昨年度は生活科・社会科。自分の考えをもつことができるようになった。しかし、考え 

 の違いを受け入れる（受容する）ことに課題があった。 

  そこで、今年度は国語で「主体的・対話的で深い学びの実現〜聞く・話す を大切にした授業改善

を通して〜」という主題で研究を進め、「相手の考えを受容し・自分の考えを深めていく子ども」を目

指していく。 

 

・保健、給食について 保健主任   主任養護教諭 碓氷 順子 

  ＜１学期の保健室来室状況について＞ 

  ６月に増えた。他校と比べて来室者が多い。 

  外科の痛み・・・何も原因がなくても痛みがあることも。 ３年生の加害のトラブルがあった。 

  ＜健康診断の考察＞ 

  受診が必要であると診断された児童のうち、９６％が受診を終えている。 

  歯科５９％しか受診していない。８本もむし歯があるのに未治療の児童もいる。 

  →治療者数を上げることが課題。 

 



    ＜給食について＞ 

  食物アレルギー対応１２人行っている。 

  ナッツ類のアレルギー症状が重篤になりやすいため、本校では使用していない。 

  ひとつの料理に多種類のアレルゲンが含まれる場合、全て除去になる。 

   

  質問：来室状況は人数でカウントされているのか。 

  回答：そうです。８００人規模の学校で多くて３０人くらい。大４小で一日多いとき６０人という日も在

った。 

 ご意見：学校が荒れているときは、来室が多くなるのではないか。 

 

  質問：仮病のような子はどれくらいいるか。 

  回答：毎日来るような子もいる。ずっと保健室にいないように。（話も聞きつつ） 

     居場所は教室だと考えている。 

 

  質問：心の問題もあると思う。スクールカウンセラーにつながっているのか。 

  回答：管理職に保健室来校について毎日連絡が来ている。 

       SCにつながっている児童は少ない。 

       ５年生は１学期にスクールカウンセラーと全員面接を行っている。 

       ６月は雨も多く、トラブルが増えていたのもある。 

 

３．意見交換 

  ・楠公園 ゴミ回収のあとに、１５袋ほど放置されていた。PTAさんではない。 

   学校が会場を貸した団体であることが判明している。 

  （清掃事務所から学校に連絡がきている。） 

  ・９０周年について 招待状を秋頃に届ける予定。 

  ・９月９日（土）に大四小祭りがある。 

  ・バスハイクの応募がとても少なかった。収穫体験や遊びなど。コロナ前より減っている。 

→他の行事でも参加者が減っている。様子がわかれば来年度からは参加する人数 

   が増えていくのではないか。 

  

４．その他 今後の地域教育連絡協議会の予定について 

  第３回 １１月１８日（土）１２：３０〜１３：１０（学芸会後） 

  第４回  ２月１７日（土）１１：４０〜１２：１０ 

   


